


伊達市事業説明書の発刊に当たって

　市が行う事業には、すべて予算が必要です。
　このため、その年度の事業に伴うすべての収入・支出等を記載した予算書を作成
し、３月議会において議決承認を受けた上で、事業を執行しています。
　ですから、その年度の予算書を見れば、どのような事業が行われるか知ることが
出来ますが、予算書は極めて事務的で一般の人には分かりにくいのが現状です。　
　そこで、当市が今年度取り組む事業について、市民の皆さんに理解をして頂くた
めに、出来るだけ分かりやすい予算書を、ということから作成したものが本書「伊
達市事業説明書（知って下さい、今年の取り組み）」であります。
　平成 27 年度は合併後 10 年目、震災後 5 年目という節目の年に当たります。
　昨年度には、懸案の梁川小学校の改築が完成し、子ども達も狭い仮設校舎から解
放されるなど復興復旧に一定の前進がありました。一方では、合併特例期間が間も
なく終わりますから、市が自立していくための基盤を一層確実なものにしなくては
なりません。さらには復興道路の建設も順調に進み、当市を取り巻く環境も大きく
変わりつつあります。
　こうしたことから、第 2 次総合計画を策定し、かつ、新市建設計画の見直しも行い、
新たな展開を図るべき年であるとの認識に立って予算編成を行ったところです。
　放射能に対する安全・安心への取り組みを一層進めると共に、進行する少子高齢
社会に対して、「安心して歳がとれ、子育ての出来るまち」を目指す取り組みに全力
を挙げる必要があります。また、人口減少社会に直面していることを認識し、国の
政策に呼応し、当市の実情に合わせた対策に取り組む必要があります。
　そのためにも、「健幸都市（ＳＷＣ）」建設への取り組みを加速し、元気な高齢者
が社会を支える一方、交流館を拠点として地域自治能力を高め、「共助」の精神によ
り「地域が家族」となる社会を目指していかなければなりません。
　今年度も各種事業を推進し、市民の皆さんと共に、「安心して暮らせるまち、伊達
市」　を目指して取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。

　平成 27 年 4 月

伊達市長　　　　　　　　　　　　　
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将来人口の推計

将来的な人口構造の変化によるマイナスの影響を
最小限にとどめることを目指していきます。
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３．心を育む生涯学習の推進
４．文化財の保護と芸術文化の振興
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放射能を克服するまち
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● ● ●   平成 27 年度　当初予算のポイント  ● ● ●

さ ら な る 飛 躍 へ
～ 合併 10 年からのステップアップ ～

当初予算総額（一般会計）　296億 5,800 万円
対前年度　41億 2,500 万円減（△ 12.2％）

内　　　訳 予　　算　　額 対　前　年　度

復 興 事 業 14 億 4,262 万円 ＋ 10 億 1,718 万円　

放 射 能 対 策 事 業 21 億 3,346 万円 △ 17 億 5,130 万円

上 記 以 外 事 業 260 億 8,192 万円 △ 33 億 9,088 万円

　伊達市は平成 18 年 1 月 1 日に「伊達 織りなす未来 ひとつの心」を掲げて５町による合併

をし、平成 28 年１月１日に 10 年を迎えます。

　この間、総合計画や新市建設計画により、急速に進展する少子高齢化への対応に向けた諸施

策に取り組んできました。

　しかし、平成 23 年３月 11 日に発生した東日本大震災及びそれに端を発する東京電力福島

原発事故による放射能汚染の被害により、災害復旧及び放射能対策に注力せざるを得ない状況

となりました。

　この３月 11 日をもって５年目となりましたが、これまでの取り組みにより、放射能対策に

一定程度の成果が表れています。併せて、新たな市の方向性を示す第 2 次総合計画を策定し、「健

幸と個性が創る活力と希望あふれる故郷 伊達市」に向けて新たな１歩をふみ出します。

　以上のことから平成 27 年度予算は、合併 10 年目という大きな節目を契機として、伊達市

の更なる飛躍に向けたスタートの年度と位置づける予算編成としました。
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　【平成 27 年度予算　4 つの特徴】

①震災からの復興にむけて力強く取り組みを進めます。
②放射能対策事業も引き続き取り組みます。
③�第２次総合計画が目指す将来都市像を実現させるための事業に取り組みます。
　・健幸都市推進事業　　・少子高齢化問題への対応　
　・人口減少への対応
④財源を効果的効率的に投入できる財政運営に努めます。

　事業説明書の構成

　市は昨年度、平成 34 年までの 8 年間の方向性を示した「伊達市第 2 次総合計画」を策定し
ました。これまでの取り組みに加え、震災による地域環境変化への対応、また、少子高齢化社
会への対応に向けての政策を、５つの政策と放射能対策の特別対策を加えた取り組みを進める
ことになります。
　平成 27 年度はその初年度であることから、本書の構成は、今年度予算に計上した、「復興事
業」「放射能対策事業」及び、国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」で示された地域創生に
むけた緊急的な取り組みについて、特集として抽出しました。また後段には第 2 次総合計画の
政策ごとに主要事業等を掲載しています。

【平成 27年度　特　　集】

復興事業 放射能対策事業まち・ひと・しごと創生

【第 2次総合計画 5つ　（プラス 1）の政策】

政　策 1　　ともに紡ぐ協働のまちづくり
政　策 2　　豊かな心を育むまちづくり
政　策 3　　地域の魅力が輝くまちづくり
政　策 4　　こころ寄り添う健やかなまちづくり
政　策 5　　自然と調和し快適で住みよいまちづくり
特別対策　　放射能を克服するまち

今年のいち押しをピックアップ
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